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はじめに
皆様こんにちは。CATS社第1技術課です。

ZIPC WATCHERSも早いものでVol.10を
迎え、様々な方より特別寄稿や事例報告を頂い

てきました。今回私たち第１技術課より社内寄

稿を出すことになりました。さてさて、何を書

きましょうか･･･。その前に私たちの業務内容に

ついて説明させて下さい。私たちは、主にお客

様の開発現場においてZIPCを使った開発に携
わる事や、技術サポート及びユーザー様からの

要望や問題点に対するソリューション提案やコ

ンサルティング、及びZIPCがサポートしてい
る手法であるEHSTM設計手法Àのセミナーな

どを行っています。つまり社内で一番EHSTM
の手法を熟知し、開発現場での苦悩や悲鳴など

を切実に実感している部署であると言えます。

その立場から、今回は『上流工程でのZIPC適
用』についてお話しようと思います。

そもそもZIPCとは
ZIPCは、CATS社で開発された、組込みシ

ステム向けの開発支援CASEツールであり、状
態遷移表（State Transition Matrix：以下STM）
をベースとした基本設計から、シミュレーショ

ン、実装、実機試験までを統合して開発が行え

る中流CASEツールです。システム分析などの
上流フェーズは、他社製ツールとの連携により、

シームレスな開発環境を実現する事が出来ます。

CATSの内製ツールだった頃を合わせると20
年以上の実績を持ち、現在ZIPCは、Version9
がリリースされています。

上流工程でのZIPC適用
一般的な組込みシステム開発では、段階的詳

細化（トップダウンアプローチ）を採用してい

ます。段階的詳細化とは、『解決すべき対象であ

る外界の事象に対して、レベルを分けながら

徐々に細分化して解決を進めるという考え方で

ある。Ã』であり、段階的に問題を詳細化し問題

解決していく作業となります。

大まかには以下のようになります。

この「何をしてほしいのか」及び「何を実現

するのか」とは、一般的には分析工程と呼ばれ、

開発するシステムの目的の明確化を行います。

ここではWhatという視点で繰り返し分析を行う

ことで、目的を明確にしていきます。

では、この工程でZIPCを適用できないでし
ょうか。

STMでは、「特定な状態で、特定な事象が発生
したとき、システムとして何を行い、状態がど

のように移り変わるか」というシステム動作を

可視化することができます。分析工程でSTM
を適用することにより、「何をしてほしいのか」

及び「何を実現するのか」＋「いつ実行する」

といった内容をモデリングすることができます。
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また、STMは状態と事象の組み合わせを網
羅的に表現するため、未検討箇所は空白となる

はずです。この未検討箇所を検討することによ

り、より厳密な分析を行うことが可能です。

●記述表現

記述表現としては、『～を～する』といった形

式で記述すると、より目的が明確になります。

注意点として、ここでコードを記述することは

避けるべきです。コードで記述してしまうと、

手続き処理などの実現方法に意識が傾いてしま

い、この工程で解決しておかなければならない

解決内容が薄れていってしまう恐れがあります。

●動的検証

皆さんは作成したプログラムを自信満々に動

かしてみたところ、不具合があって動かなかっ

たなんていう経験はありませんか？（少なくと

も私はたくさんあります）

こうした問題を解決するのが、シミュレーシ

ョン機能です。

日本語で抽象的な処理から、ANSI－Cソース

コードまで幅広く記述する事が出来ます。また、

ZIPCに搭載されているシミュレータでは、設
計段階で詳細な処理が決まっていないような場

合でも、抽象的な表現を記述するだけで、その

処理が、いつ、どの状態で行われるかを動的検

証する事が出来ます。これによって設計者はC

プログラムを作成する事無く事前にシステムの

論理動作確認が行えますので、設計時のフィー

ドバック作業が大幅に削減されます。

●STM作成⇔シミュレーション
STM作成⇔シミュレーションを繰り返し、

システム動作上での矛盾を早期発見することで、

下流工程での手戻りを防ぎます。またこのシミ

ュレーション結果から、STM走破カバレッジ
情報を取得することもできます。これによりシ

ミュレーション実施漏れを確認することができ

ます。

図２　目的明確化のSTM

※アクションセルには「～を～する」で記載

図３　名称シミュレーションの様子

図４　STM走破結果表示



●ビジュアルプロトタイピングの利用

ZIPCでは、シミュレーションの際に、Visu-
al Interface Prototype（以下VIP）を使ってシ
ステム概観図やハードウェア概観図と連携した

動作を実現しています。ZIPCツールの一部で
あるVIPはインタフェースが公開されており、
シミュレータと連動し、ビジュアルなプロトタ

イピングシミュレーションを実現する事が出来

ます。概観図はMicrosoft社製のVisual Basic等

で作成し、VIPを介してSTMから制御する事が
出来ますので、例えばユーザインタフェースの

ような概観仕様の検討や動作確認を行うような

場合に、Cコードを打ち込まない段階で行える

ようになります。

ZIPCは中流CASEツールという紹介をしま
したが、実際には上流工程においても、分析や

早期動作検証による手戻り削減効果が見込める

ツールですので、活用してみてはいかがでしょ

うか。
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図５　STM走破率表示

図６　ビジュアルプロトタイピング使用例

À 拡張階層化状態遷移表
Ã ソフトウェア工学入門　河村一樹　㈱近代科学社
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